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今年はとにかく異色の年の始まりとなりました。

全くと言っていいほど雪が降らなかったうえに新型コロナの流行

が菫なり、これまで経験したことがないものとなったのです。

積雪がない畑は雪の重みでブドウ棚が痛むことなく、雪下ろしの

重労働もすることがなく、それどころか冬期間に畑仕事ができるとは…

雪のない地方はこのようなものなのかと人生初めての経験をさせて

もらいました。

人生初となる養蜂作業も本格化、

新しい女王蜂とその群れを5群招き

入 れて、花が咲くたびにやきもきと手

を焼き、刺されながらもなんとか初

しぼり出来ました。

我が家にとって貴重で歴史的な最初の蜂蜜は約30 リットル。蓑蜂

の先生も 「 この群れは働き者だ」と、やってきてすぐにしては 上々の

量だと太鼓判を押すのでした。ニセアカシアの咲くころは河川敷、そ

のあとは涼しい山の上、秋はスズメバチのやってこない川のそばと目

まぐるしく引っ越しを繰り返し、たびたび巣をチェックしては問題が

起こっていないか、巣枠は足りていないか。やることはいっぱい。生き

物を飼うことの難しさ、大変さを身をもって実感する毎日です。

蜜蜂たちの先輩格にあたる羊たちは、出産ラッシュも終わって最

終的には子羊の数は8 頭！大人の7 頭を加えて15頭の大所帯となり

ました。去年の倍となったことで放牧地の不足は明らかなものとな

り、ーか所放牧する畑を増やすことにしました。

昨年もたくさんの子羊が生まれて放牧地は手狭気味。本拠地とい
う べき畑の出入り口付近で過ごすことが多く、その周辺の草は食べ

つくされ所々剥げあがる有様。羊が食べようとしないヤブジラミ（嫌

な名前！）なる小さなオナモミに似た実を つける草だけが残り、

今年2020年に大繁殖。2021年の大繁殖を防ぐべく草刈りを行わな

ければならなくなってしまい、羊の放牧で除草を行おうという趣旨

から外れて本末転倒な状態に。

西H本ではニホンジカの大繁殖により山の中で我が家の放牧地

で起きたようなシカの食べない草や毒草が大繁殖して多様性が

減少してしまう不嗜好遷移と呼ばれる現象がおきてい るそうです。

草の種類と量が激減して 「林床砂淡」なる言葉も生まれています。

苺苺' “2i 
臣

・ベ
心←みとぶ

除草剤を使わず畑の中に草を生やす草生栽培は、羊を飼う前か

ら行っていましたが、羊を飼い始めるとそれまでとは植物に対する

見方が変わったことを実感します。

草生栽培はあくまでブドウのための植物という感じで雑草を扱い

ますが、羊が畑の中を歩き回って草を食べるようになると、草たちの

痔性、耐乾性、嗜好性などその章自体の個性が典味を引くようにな

ります。畑の周辺や路傍の草の有用性にも気づかされました。いか

に多くの植物が競争し支えあっているかも。多様性というのは本当

に大事なものだと痛感します。

蜜蜂を飼うようになってからは、どこにどの季節

にどんな花が咲い てい るか。蜂による利用はある

か、蜜が多いのか花粉が多いのかなどなど。ブド

ウ中心の畑の見方だけでは気づかされないところ

を羊と蜜蜂は教えてくれます。
「 技術は自然を模倣する」が自分のモット ーですが、畑のありよう

や自然との付き合い方、新型コロナなどの新しい社会間題なども、

多くの動植物の暮らしを見つめることで深い理解や解決策が見つ

かるような気がしています。
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①1配送につき 15,000円（税込）以上お買い上げで足訊亙｝且iOO
②2020年7月～9月までもlt:::::IOO伍摂』OOg

※夏季はジュ ー ス以外全てク ー ル便での発送となります

【代金引換の場合】ヤマト便代金引換手数料300円が別途かかります

昨今のこのような状況で

もご注文をくださる皆さま

に少しでも恩返しができ

ますよう、我が家なりの

精一杯のキャンペーンです。

どうぞご利用ください。
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